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審
議
し
た
主
な
議
案

用地取得をする梶野公園

　
　

月
１
日
の
本
会
議
で
予
算
特

１２
別
委
員
会
に
付
託
し
、　

日
の
委

１４

員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
歳
入
歳

出
の
予
算
総
額
に
７
億
７
千　

万
６５

７
千
円
の
減
額
を
行
い
、
総
額
を

　

億
６
千　

万
５
千
円
と
す
る
も

３６７

４６８

の
で
す
。
補
正
の
主
な
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
仮
称
）市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
の
取
得
事
業
費
の
減
額
は
、

現
時
点
で
は
契
約
を
締
結
す
る
た

め
に
必
要
な
要
件
等
が
整
っ
て
い

な
い
た
め
、
取
得
事
業
費　

億
４

１６

千　

万
３
千
円
を
減
額
す
る
と
と

６８
も
に
、
翌
年
度
以
降
に
事
業
を
引

き
継
ぐ
た
め
に
、
期
間
と
限
度
額

の
変
更
を
行
う
も
の
で
す
。

　

梶
野
公
園
の
用
地
取
得
は
、
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
に
、
４
年
間
で
分
割
し

て
取
得
す
る
計
画
の
も
の
を
単
年

度
で
取
得
す
る
方
法
に
変
更
す
る

た
め
に
、
取
得
費
６
億
７
千　

万
４０７

５
千
円
の
増
額
補
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

渡
辺
大
三
（
み
ど
り
の
風
）

　

反
対
理
由
は
、
�
国
分
寺
市
に

候
補
地
を
提
示
す
る
前
に
は
、
一

切
の
市
民
参
加
、
一
切
の
市
民
説

明
会
を
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
稲

葉
市
長
の
政
治
姿
勢
。
市
長
は
、

ど
こ
か
に
候
補
地
を
押
し
付
け
る

こ
と
だ
け
に
腐
心
し
て
い
る
。
�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
駅
前
一
等

地
文
化
ホ
ー
ル
）
取
得
費
を　

億
３９

５
千　

万
４
千
円
の
債
務
負
担
に

４４３

再
設
定
し
て
い
る
こ
と
。
用
地
の

確
保
も
で
き
ず
、「
風
前
の
灯
」

「
あ
た
た
め
て
も
孵
（
か
え
）
ら

な
い
無
精
卵
」
と
な
っ
て
い
る
現

在
の
計
画
は
撤
回
す
る
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

今
回
の
予
算
は
１
つ
に
難
病
者

福
祉
手
当
、
障
害
者
福
祉
関
連
。

児
童
手
当
制
度
改
正
や
乳
幼
児
医

療
費
助
成
制
度
改
正
で
の
増
額
。

新
規
事
業
で
は
特
殊
寝
台
購
入
費

助
成
が
あ
る
。
２
点
目
に
緑
中
学

校
身
障
者
ト
イ
レ
改
修
工
事
。
東

小
学
校
、
南
小
学
校
、
東
中
学
校

耐
震
補
強
工
事
委
託
料
。
３
点
目

は
東
小
金
井
駅
北
口
区
画
整
理
事

業
の
前
倒
し
。
４
点
目
に
３
・
４
・

　

号
線
道
路
用
地
取
得
経
費
。
５

１２点
目
と
し
て
梶
野
公
園
用
地
取
得

費
の
増
額
が
あ
り
重
要
な
補
正
予

算
で
あ
る
。
よ
っ
て
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

反
対
の
第
一
は
、
地
権
者
の
十

分
な
合
意
も
な
く
、
今
後
莫
大
な

市
税
を
投
入
す
る
駅
前
開
発
に
固

執
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
予

算
を
使
う
上
で
の
市
民
に
対
す
る

説
明
責
任
が
果
た
せ
て
い
な
い
こ

と
。
今
回
の
補
正
で
は
、
梶
野
公

園
用
地
以
外
の
部
分
に
７
千
万
円

の
市
財
源
を
新
た
に
投
入
す
る
と

し
て
い
る
。
第
三
に
、
市
が
一
方

的
に
新
焼
却
施
設
の
建
設
候
補
地

を
発
表
し
た
後
に
行
わ
れ
る
市
民

説
明
会
が
組
ま
れ
て
お
り
、
関
係

住
民
無
視
で
進
め
る
こ
と
を
前
提

に
し
て
い
る
た
め
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

　

賛
成
理
由
の
第
一
は
、
情
報
シ

ス
テ
ム
の
統
合
化
予
算
が
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

高
度
化
・
経
費
削
減
・
運
用
要
員

の
確
保
等
が
期
待
で
き
る
。
Ｉ
Ｔ

化
の
時
代
に
合
っ
た
対
応
。
第
二

は
、
梶
野
公
園
の
用
地
取
得
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
今
後
、

東
部
地
域
の
防
災
公
園
と
し
て
整

備
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
は
、

児
童
手
当
の
対
象
拡
大
の
予
算
が

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
小
学
校
６

年
終
了
ま
で
の
拡
大
に
よ
り
、
市

で
は
千　

人
の
増
と
な
っ
て
、
増

８５０

額
補
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� �����������������������������������������������

平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
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第
５
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梶
野
公
園
は
、
こ
れ
ま
で
都
か

ら
無
償
で
借
用
し
、
市
民
の
憩
い

の
場
（
梶
野
広
場
）
と
し
て
開
放

し
て
き
ま
し
た
が
、
都
か
ら
は
早

期
に
市
で
購
入
す
る
か
、
有
償
に

よ
る
貸
付
け
の
方
法
を
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
交

付
金
の
活
用
な
ど
に
よ
り
４
年
間

の
分
割
で
購
入
を
す
る
計
画
で
、

平
成　

年
度
予
算
に
取
得
費
を
計

１８

上
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
財
政

計
画
で
も
取
得
費
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
都
と
公
園
取
得
の
協

議
を
行
い
、
公
園
北
側
に
隣
接
す

る
細
帯
部
分
の
土
地
の
取
得
も
あ

わ
せ
て
、
単
年
度
で
一
括
し
て
取

得
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り

ま
し
た
。

　

都
か
ら
提
示
さ
れ
た
取
得
条
件

が
本
市
に
と
っ
て
有
利
な
内
容
で

あ
っ
た
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
の
当
初
の
計
画
を
変
更
し
、
公

園
取
得
に
交
付
金
を
振
り
替
え
ら

土
地
の
買
入
れ
に
つ
い
て

れ
る
こ
と
か
ら
、
公
園
北
側
の
隣

接
部
分
と
公
園
用
地
を
一
括
し
て

取
得
す
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

森
戸
洋
子
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党
は
、
梶
野
公
園
の

用
地
取
得
を
長
年
要
求
し
て
き
た
。

　

し
か
し
今
回
の
用
地
取
得
に
は

以
下
の
問
題
が
あ
り
、
反
対
す
る
。

　

今
回
、
梶
野
公
園
北
側
の
６
ｍ

幅
の
都
有
地
も
あ
わ
せ
て
取
得
す

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
７
千
万
円

も
の
小
金
井
市
の
単
独
の
税
金
を

使
う
こ
と
に
な
る
。
も
と
も
と
、

市
の
計
画
に
な
い
、
目
的
が
は
っ

き
り
し
な
い
、
土
地
の
購
入
で
あ

る
。
国
の
増
税
や
負
担
増
で
、
市

民
の
く
ら
し
が
大
変
に
な
っ
て
い

る
と
き
に
、
土
地
を
買
う
べ
き
で

は
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

梶
野
町
公
園
用
地
の
買
入
れ
に

つ
き
�
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
で
一

括
購
入
を
す
る
。
�
都
と
の
協
議

で
市
に
有
利
な
条
件
で
価
格
設
定

さ
れ
て
い
る
。
�
南
北
共
に
道
路

に
接
す
る
こ
と
で
双
方
か
ら
の
出

入
り
が
可
能
に
な
り
、
防
災
公
園

と
し
て
の
利
用
価
値
が
一
層
高
ま

る
。
�
都
か
ら
、
こ
れ
ま
で
無
償

提
供
さ
れ
、
地
域
で
は
大
切
な
緑

地
の
一
つ
で
、
い
ず
れ
都
か
ら
買

収
す
べ
き
土
地
で
あ
る
。
�
買
い

入
れ
な
い
際
に
は
約
４
千　

万
円

５００

の
借
地
代
が
必
要
に
な
る
。
以
上

の
点
で
本
議
案
に
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

青
木
ひ
か
る
（
み
ど
り
の
風
）

　

東
京
都
は
、
こ
れ
ま
で
小
金
井

市
に
無
償
貸
与
し
て
き
た
梶
野
公

園
用
地
を
一
括
取
得
す
る
よ
う
求

め
、
市
と
し
て
は
、
も
し
買
い
取

れ
な
い
場
合
は
公
園
を
閉
鎖
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

現
在
の
利
用
状
況
や
市
の
計
画
上

の
位
置
づ
け
を
考
え
れ
ば
、
今
閉

鎖
す
る
こ
と
に
は
な
り
え
な
い
。

よ
っ
て
、
一
括
取
得
は
や
む
を
得

な
い
も
の
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

　

な
お
、
提
案
説
明
が
不
適
切
で

あ
り
、
提
案
姿
勢
に
問
題
が
あ
る

こ
と
を
付
言
す
る
。

 　

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、　

歳
７５

以
上
の
高
齢
者
の
医
療
に
対
し
て
、

財
政
の
広
域
化
及
び
安
定
化
を
図

る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
独
立
し
た

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
創
設
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
区
市
町
村
単
位

で
は
な
く
、
東
京
都
内
を
区
域
と

し
て
、
す
べ
て
の
区
市
町
村
が
加

入
す
る
「
広
域
連
合
」
を
設
立
し
、

運
営
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
と
区
市
町
村
の
役
割

に
つ
い
て
は
、
法
律
上
で
も
役
割

が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
広
域

連
合
で
今
後
さ
ら
に
、
運
営
や
制

度
に
つ
い
て
細
か
く
決
め
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
も
検
討

を
し
て
い
ま
す
が
、
窓
口
事
務
は

区
市
町
村
で
行
う
こ
と
と
し
、
保

険
料
の
徴
収
、
資
格
の
取
得
・
喪

失
等
の
手
続
も
広
域
連
合
で
は
な

く
、
各
区
市
町
村
が
行
う
こ
と
に

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
設
立
に
つ
い
て

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
法
律
に
よ
り
、
平
成　
１８

年
度
末
ま
で
に
広
域
連
合
を
設
置

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

野
見
山
修
吉
（
み
ど
り
の
風
）

　

反
対
す
る
第
１
の
理
由
は
、
老

人
医
療
制
度
の
改
悪
を
支
え
る
体

制
作
り
で
あ
る
こ
と
。
老
人
医
療

制
度
の
改
悪
で
高
齢
者
の
負
担
は

よ
り
厳
し
く
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

受
診
控
え
や
医
療
費
負
担
に
耐
え

ら
れ
な
い
滞
納
な
ど
が
増
え
れ
ば
、

老
人
医
療
会
計
そ
の
も
の
が
危
機

に
陥
る
。
反
対
の
第
２
の
理
由
は
、

広
域
連
合
の
議
員
数
は
多
摩
地
区

　

市
で　

し
か
選
出
さ
れ
ず
、
常

２６

１２

時
に
各
市
議
会
の
意
思
が
反
映
で

き
な
い
こ
と
。
ま
た
被
保
険
者
の

代
表
や
専
門
家
に
よ
る
運
営
協
議

会
も
設
置
さ
れ
ず
、
非
民
主
的
。

 　

今
回
提
出
さ
れ
た
給
与
改
定
条

例
は
、
東
京
都
の
人
事
委
員
会
勧

告
等
に
お
い
て
、
職
員
の
給
与
を

０
・　

％
引
き
下
げ
、
配
偶
者
に

３１

係
る
扶
養
手
当
の
額
を
千
円
引
き

下
げ
る
こ
と
と
、
地
域
手
当
の
支

給
率
を
平
成　

年
度
ま
で
の
間
に
、

２２

段
階
的
に　

％
に
引
き
上
げ
る
こ

１８

と
に
伴
い
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

改
正
内
容
と
し
て
は
、
本
市
の

職
員
の
給
与
を
東
京
都
の
改
定
率

と
同
様
に
０
・　

％
引
き
下
げ
、

３１

ま
た
配
偶
者
に
係
る
扶
養
手
当
の

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

及
び
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条

例
及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

月
額
を
千
円
引
き
下
げ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
現
在
、
東
京
都
の
職

員
の
地
域
手
当
が　

％
支
給
さ
れ

１２

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
地
域

手
当
の
率
を
平
成　

年
度
か
ら
平

１９

成　

年
度
に
か
け
て
段
階
的
に　

２１

１１

％
か
ら　

％
に
引
き
上
げ
る
も
の

１２

で
す
。

　

本
会
議
で
は
、
前
記
の
内
容
の

う
ち
、
職
員
の
地
域
手
当
の
率
を

　

％
か
ら　

％
に
改
正
す
る
こ
と

１１

１２

を
削
除
し
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る

付
則
の
部
分
も
削
除
す
る
内
容
の

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ
り
修

正
案
を
否
決
し
、
起
立
多
数
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

都
で
は
平
成
５
年
か
ら
地
域
手

当
を　

％
実
施
し
て
い
る
。
当
市

１２

は
当
時
の
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら

引
き
上
げ
ず
に
人
件
費
の
抑
制
に

努
め
て
き
た
。
結
果
、
一
人
当
た

り
の
職
員
給
与
は
多
摩
地
区
平
均

レ
ベ
ル
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
当

市
の
人
件
費
問
題
は
過
剰
人
員
が

生
ん
だ
人
件
費
総
額
が
核
心
で
あ

る
。
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
を
迎

え
、　

市
が　

％
支
給
す
る
今
、

２２

１２

当
市
も
他
市
並
み
に
引
き
上
げ
る

こ
と
は
市
民
の
ご
理
解
は
頂
け
る

と
考
え
る
。


